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1 背景・目的

2

背 景
⃝ 担い手不足への対策の一つとして期待される「女性活躍」、女性が就業継続しや
すい環境は整備されつつあるが、女性の育成や登用、キャリア形成が進まない状
況

⃝ 「女性活躍」は東北圏では担い手不足の解消だけでなく、女性にとって働きやす
い地域となることで女性人口の首都圏などへの流出抑制や流入増も期待

⃝ 新型コロナウイルスの感染対策として急激に進んだ働き方の変化（在宅勤務）が
「女性活躍」を推進させることに期待

目 的

東北圏の企業に女性活躍推進に向けた取組みを促すことを目的に、女性のキャリ
ア形成に焦点を当て、職場の女性活躍の状況や取組みの実態、課題を明らかにし、
コロナ禍における働き方の変化も踏まえた女性活躍推進方策を提言
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2 問題意識

3

⃝ 女性活躍推進法の下で、大企業で女性活躍に向けた取り組み注が本格的化、
その取組みは2022年4月以降101人以上300人以下の中小企業にも拡大

⃝ しかし、今なお女性活躍を阻害する要因は根深く、その改善・解消までの道のり
は遠い

女性活躍を阻害する要因と主な課題

出典：先行研究をもとに作成

女性の個人的要因
 昇進意欲の低さ
 キャリア形成への不安
 自信の欠如
 就業意欲の低さ

社会的要因
 性別役割分業意識
 アンコンシャス・バイ
アス

働く場の組織的要因
 両立支援制度の未整備
や非公知

 能力育成・キャリア形
成支援の不足

 無制約な働き方

注）①自社の女性の活躍に関する状況把握・課題分析、②その課題を解決するのにふさわしい数値目標と取組みを盛り込んだ行動計画の策定・届出・周
知・公表、③自社の女性の活躍に関する情報の公表
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3 アンケート調査の概要

4

調査対象
東北圏、首都圏で正社員として働く
20～49歳の男女（管理職以外の一般社員)

調査項目
① 東北圏で働く女性の意識（第1章）
② 企業の女性活躍推進の現状（第2章）
③ 能力育成・キャリア形成の現状（第3章）
④ 企業の社員処遇の現状（第4章）
⑤ 働き方の多様性（第5章）

分析軸
エリア別属性、年代別、企業規模別、
業種別、学歴別など

なお、業種については、調査項目によって業
種Aと業種B（専門的な技術や知識、資格を要
す）に分けて分析を実施

回答数 5,392

エリア別男女
東北圏女性：1,518
首都圏女性：1,143
東北圏男性：1,677
首都圏男性：1,054

企業規模
11～100人：39.3%
101～300人：18.6%
301人以上：42.0%

業 種
業種A：77.8%
「農業、林業、漁業、鉱業、採石業、砂利採取業」「建設
業」「製造業」「電気・ガス・熱供給・水道業」「情報通信
業」「運輸業、郵便業」「卸売業、小売業」「金融業、保険
業」「不動産業、物品賃貸業」「学術研究、専門・技術サー
ビス業」「宿泊業、飲食サービス業」「生活関連サービス業、
娯楽業」「複合サービス業（協同組合、郵便局）」「その他
のサービス業」「その他」
業種B：22.2%
「教育、学習支援業」「医療」「福祉」

サンプル
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東北圏女性のモチベーションは？（第1章）
★4-1 昇進意欲が低い
★4-2 重要な仕事を担当する意欲が低い
★4-3 男性よりもキャリアアップができていない

東北圏企業の女性活躍推進の現状は？（第2章）
★4-5 女性活躍推進の行動計画が浸透していない
★4-6 継続就業しやすい環境要因はある

東北圏女性の能力育成・キャリア形成の現状は？（第3章）
★4-7 男性よりも異動や担当替えの経験が少ない

4-8 男性よりも責任の軽い仕事をしている
4-9 男性よりも「多様な業務の経験」が少ない
4-10 男性よりも管理職になれる可能性がないと認識している

4 東北圏の女性活躍の現状と課題

5
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4-11 上司からの期待が感じられない
4-12 「女性活躍推進」「男性の家事育児参加の支援」への管理職の取組み

が進んでいない
4-13 キャリア形成支援制度の整備不足
4-15 5年後のキャリアの目標を持っている人が少ない

東北圏企業における社員処遇の現状は？（第4章）
4-16 特定の業種において評価に偏りが見られる
4-17 特定の業種において重要な仕事の付与に性別による偏りがある

東北圏企業における働き方の状況は？（5章）
★4-18 働き方の選択肢が少ない

4-19 コロナ禍での在宅勤務実施率が低い

4 東北圏の女性活躍の現状と課題（つづき）

6
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4-1、4-2 東北圏女性のモチベーションは？（第1章）

昇進意欲、重要な仕事を担当する意欲が低い

7

⃝ 管理職になりたいと思っている人の割合は東北圏女性が最も低く、東北圏女性の昇進意欲は低
い

⃝ 重要な仕事を担当したいとする意欲についても東北圏女性のスコアが最も低く、首都圏女性と
比べて6.1ポイントの差が見られる

Q8.あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。

6.0

8.2

13.6

17.3

20.0

22.5

27.1

26.2

54.7

53.8

45.3

40.4

19.2

15.5

14.0

16.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東北圏女性

首都圏女性

東北圏男性

首都圏男性

管理職になりたい 管理職に推薦されればなりたい
管理職にはなりたくない 考えたことがない

(n=1518)

(n=1143)

(n=1677)

(n=1054)

Q15.あなたは重要な仕事を担当したいと思いますか。

6.2

9.0

10.4

14.1

32.3

35.6

39.4

38.6

39.1

36.2

32.3

30.8

22.4

19.2

17.9

16.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東北圏女性

首都圏女性

東北圏男性

首都圏男性

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(n=1518)

(n=1143)

(n=1677)

(n=1054)
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4-3 東北圏女性のモチベーションは？（第1章）

男性よりもキャリアアップができていない

8

⃝ キャリアアップができていると思っている人の割合を男女で比較すると、首都圏男女の差が
2.7ポイントなのに対し、東北圏男女の差は6.5ポイントと、東北圏では男女の差が大きい

⃝ 東北圏女性がキャリアアップできていない理由としてあげるのは、
「知識やスキルが身についていない」「自信がついていない」「仕事内容が単調である」

35.3

38.9

38.3

0% 20% 40% 60%

昇格・昇進が思うようにできて…
管理職になれていない

責任ある仕事を任せられていない
仕事内容が単調である

研修や教育の機会を十分に与え…
上司の自分に対する評価が低い
上司から期待をされていない

家庭との両立で自分が思うよう…
知識やスキルが身についていない

自信がついていない
その他

Q11-1.Q11で「どちらかと言えばそう思わない」「そう思
わない」と回答した方にお伺いします。キャリアアップが
できていないと思う理由についておたずねします。
【東北圏女性】(n=819)

昇格・昇進が思うように
できていない

管理職になれていない
責任ある仕事を任せられていない

仕事内容が単調である
研修や教育の機会を

十分に与えられていない
上司の自分に対する評価が低い
上司から期待をされていない

家庭との両立で自分が
思うように働けていない

知識やスキルが身についていない

自信がついていない
その他

Q11.あなたは、自分がキャリアアップできていると思いま
すか。

7.2

6.6

11.5

12.5

38.9

39.5

41.1

36.3

30.5

30.0

28.0

29.3

23.5

23.9

19.4

21.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東北圏女性

首都圏女性

東北圏男性

首都圏男性

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(n=1518)

(n=1143)

(n=1677)

(n=1054)
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4-5 東北圏企業の女性活躍推進の現状は？（第2章）

女性活躍推進の行動計画が浸透していない

9

⃝ 行動計画の策定・公表が義務付けられている従業員301人以上の企業において、
行動計画の内容を認知する割合は東北圏女性、首都圏女性とも1割台に留まっている

⃝ さらに、「行動計画はない」「行動計画があるかないかわからない」と回答した東北圏女性は
6割に上る

Q1.あなたの会社の女性活躍推進の行動計画（目標・取組み）についておたずねします。

【東北圏・首都圏女性】

0.8

2.4

2.5

1.8

4.4

5.0

2.7

0.9

3.8

4.7

10.3

12.2

3.1

3.3

6.1

5.3

15.1

17.6

3.6

1.8

3.5

4.7

7.8

7.4

39.8

47.6

26.8

29.4

10.1

11.3

50.1

44.0

57.3

54.1

52.2

46.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東北圏女性 11～100人

首都圏女性 11～100人

東北圏女性 101～300人

首都圏女性 101～300人

東北圏女性 301人以上

首都圏女性 301人以上

行動計画があり、内容を知っている 行動計画があり、おおよその内容を知っている
行動計画はあるが、内容をあまり知らない 行動計画はあるが、内容を知らない
行動計画はない 行動計画があるかないかわからない

(n=641)

(n=336)

(n=314)

(n=170)

(n=563)

(n=637)
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44.3 

10.7 

37.3 

10.8 

39.5 

19.7 

39.5 

21.4 

14.6 

50.3 

20.9 

43.5 

1.1 

16.5 
1.8 

18.9 

0.5 
2.8 

0.5 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東北圏女性

首都圏女性

東北圏男性

首都圏男性

15分以内 16～30分以内 31～60分 61～90分 91分以上

(n=1518)

(n=1143)

(n=1677)

(n=1054)

Q31.あなたの職場（部署）では、女性は出産しても働き続けられる雰囲気がありますか。
【東北圏女性／配偶者・パートナーのいる人のみ】 【東北圏女性／配偶者・パートナーのいる人のみ】

χ二乗検定 p＜0.01 χ二乗検定 p＜0.001

4-6 東北圏企業の女性活躍推進の現状は？（第2章）

継続就業しやすい環境要因はある

10

⃝ 東北圏女性は首都圏女性よりも「自分以外に家事や育児などを分担してくれる人がいる」また
は「通勤時間が短い」、と回答した割合が高い

⃝ 「自分以外に家事や育児などを分担してくれる人がいる」または「通勤時間が短い」、
と回答した女性は、出産後も継続就業がしやすいと認識する割合が高い

ASC14. Q44.
56.8 

50.9 

38.0 

31.0 

36.0 

43.7 

9.3 

9.4 

9.2 

2.9 

3.7 

9.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15分以内

16～30分

31分以上
ある どちらかと言えばある どちらかと言えばない ない

(n=377)

(n=350)

(n=142)

53.9

46.8

35.5

34.4

7.7

12.1

2.9

6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分以外あり

自分のみ

ある どちらかと言えばある どちらかと言えばない ない

(n=555)

(n=314)

36.1

41.8

7.5

8.7

63.9

58.2

92.5

91.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東北圏女性

首都圏女性

東北圏男性

首都圏男性

自分のみ 自分以外あり

(n=869)

(n=593)

(n=1190)

(n=666)

Q44.通勤時間は片道どれくらいかかりますか。ASC14.あなたの家で、家事や育児、介護を担っている人を
すべて選びください。
【配偶者・パートナーのいる人のみ】
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4-7 東北圏女性の能力育成・キャリア形成の現状は？（第3章）

男性よりも異動や担当替えの経験が少ない

11

⃝ 異動や担当替えの経験をしている割合を男女で比較すると、首都圏男女の差が5.7ポイントな
のに対し、東北圏男女の差は9.9ポイントと、東北圏では男女の差が大きい

⃝ 「大学・大学院卒」の東北圏男女比較であっても女性の異動や担当替えの経験をしている割合
は男性に比べ13.0ポイント低い

注1）「ある」「ない」の回答を「あり」とし、「異動や担当替えをしたことがない」の回答を「なし」とした
注2）サンプル数が30以下は参考値

(n=1518)

(n=1143)

(n=1677)

(n=1054)

Q10.これまで、異動や担当替えになる時に、キャリア形成の視点から異動や担当替え後の説明を、上司（管理職）や人事
から受けたことはありますか。

【学歴別・東北圏男女】

63.6

65.3

73.5

71.0

36.4

34.7

26.5

29.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東北圏女性

首都圏女性

東北圏男性

首都圏男性

あり なし

65.0
78.0

66.2
70.2

63.5
66.0

60.5
72.8

69.2
57.7

35.0
22.0

33.8
29.8

36.5
34.0

39.5
27.2

30.8
42.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東北圏女性大学・大学院卒
東北圏男性大学・大学院卒
東北圏女性短大・高専卒
東北圏男性短大・高専卒

東北圏女性専門・各種学校卒
東北圏男性専門・各種学校卒

東北圏女性高校卒
東北圏男性高校卒
東北圏女性中学卒
東北圏男性中学卒

ある ない

(n=523)

(n=681)

(n=228)

(n=84)

(n=293)

(n=295)

(n=458)

(n=626)

(n=13)

(n=26)
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4-18 東北圏企業における働き方の状況は？（第5章）

働き方の選択肢が少ない

12

⃝ 柔軟な働き方に関する制度は男女とも東北圏と首都圏のスコア差が大きく、
特に「在宅勤務制度」は東北圏と首都圏の間に約30ポイントの差が見られる

Q4-1.あなたの会社の制度や取組みについておたずねします。それぞれの制度や取組みの有無、利用の
しやすさなどを回答してください。

短時間
勤務制度

時差出勤
フレックス
タイム制度

在宅勤務
制度

育休からの
早期復職
支援

育休復帰者
向けセミ
ナー

男性向けの
育児支援
(男性の育
休取得促
進、イクメ
ンセミナー

等)

社内保育所
育児に対す
る金銭支援

家庭との
両立に
配慮した
転勤制度

東北圏女性 (1518) 54.9 34.1 16.5 15.7 29.1 7.2 11.5 12.3 15.2 18.6

首都圏女性 (1143) 67.8 53.6 39.3 49.2 33.4 14.6 16.0 9.8 17.5 20.8

東北圏男性 (1677) 33.6 29.8 21.6 21.8 26.0 9.1 16.4 8.2 15.6 14.4

首都圏男性 (1054) 50.9 53.1 39.9 49.6 32.8 13.0 23.7 10.9 18.3 14.6

0%

20%

40%

60%

80%

柔軟な働き方に関する制度

注）Q4-1の選択肢は「制度があり利用しやすい」「制度があるが利用しづらい」「制度が無い」「制度の有無がわからない」で、「制度があり利用しや
すい」「制度があるが利用しづらい」の合計を「制度あり」として集計した

(n)
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5 タイプ別東北圏女性の特徴と活躍を促す要因

13

⃝ 女性一人ひとりの違いに焦点をあて女性活躍に向けた取組みを総合的かつ有機的に展開し、
モチベーションを向上させ、活躍を図っていくことが重要

⃝ 働く女性の意識をもとに東北圏女性を4つのタイプに分類し、その特徴と課題を分析（5-1）
⃝ 多項ロジスティック回帰分析でタイプ2、3、4からタイプ1に移る要因を分析（5-2）

女性活躍4つのタイプ
キャリアアップできている

キャリアアップできていない

重
要
な
仕
事
を
担
当
す
る
意
欲
が
低
い

重
要
な
仕
事
を
担
当
す
る
意
欲
が
高
い

タイプ２
現状満足のほどほど派

（21.5%）

タイプ４
現状維持のこれから派

（40.0%）

タイプ１
活躍体現のいきいき派

（24.6%）

タイプ３
現状不満のもやもや派

（14.0%）

（n=373）

（n=607） （n=212）

（n=326）

重要な仕事を担当する意欲「高い」
キャリアアップの実感「あり」

重要な仕事を担当する意欲「低い」
キャリアアップの実感「あり」

重要な仕事を担当する意欲「低い」
キャリアアップの実感「なし」

重要な仕事を担当する意欲「高い」
キャリアアップの実感「なし」
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5-1 タイプ別東北圏女性の特徴
タイプ1「活躍体現のいきいき派」

14

⃝ 本人は目標をもって仕事に励み、上司も部下育成に積極的であり、職場としても女性活躍推進
に取り組んでいる。しかし、管理職になれる可能性を認識していない女性が半数近くを占める

Q5.あなたは5年後のキャリアの目標を持っていますか。

55.2
24.2

32.1
9.6

44.8
75.8

67.9
90.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

持っている 持っていない

Q6-1.あなたの会社の「キャリア研修制度」について、制度
や取組みの有無、利用のしやすさについて回答してください。

38.5
32.9

14.3
13.9

17.3
22.9

14.3
14.1

44.2
44.2

71.4
72.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

制度があり利用しやすい 制度があるが利用しづらい 制度が無い

Q21.上司（管理職）があなたに与える仕事はここ5年の間で
重要度が高くなっていると思いますか。

29.2
17.2

8.5
5.1

52.0
55.8

36.3
30.0

14.2
21.2

30.2
34.4

4.6
5.8

25.0
30.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそう思わない そう思わない

Q7.あなたは、管理職になれる可能性があると思いますか。

50.4
33.7

17.0
9.4

49.6
66.3

83.0
90.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

ある ない

注）「制度の有無がわからない」を除く
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0% 20% 40% 60% 80%

家族を養わなければならないから

経済的に自立したいから

生活レベルを上げたいから

社会とつながっていたいから

仕事によって自分を成長させた…

仕事が面白いから

地域に貢献したいから

タイプ1

タイプ2

タイプ3

タイプ4

Q17.あなたが働いている理由を教えてください。（いくつ
でも）

Q8.あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。

14.7
1.8

9.4
1.6

38.1
13.8

29.2
9.1

35.7
69.6

42.0
62.9

11.5
14.7

19.3
26.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

管理職になりたい 管理職に推薦されればなりたい
管理職にはなりたくない 考えたことがない

5-1 タイプ別東北圏女性の特徴
タイプ2「現状満足のほどほど派」

15

⃝ 職場環境に恵まれており、仕事への満足感や達成感は高い。しかし、昇進意欲が最も低く、内
的キャリア志向も低い

家族を養わなければならないから

経済的に自立したいから

生活レベルを上げたいから

社会とつながっていたいから
仕事によって自分を成長させたい

から
仕事が面白いから

地域に貢献したいから

Q23.あなたの職場では、昇格・昇進において性別による差
があると思いますか。

43.2
38.0

59.9
46.5

10.2
7.1

4.2
4.8

46.6
54.9

35.8
48.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

男性のほうが昇格・昇進しやすいと思う
女性のほうが昇格・昇進しやすいと思う
性別による差はないと思う

Q13.あなたは仕事を通じてどの程度達成感を感じていま
すか。

19.0
7.7

3.3
2.0

64.1
60.7

46.7
34.1

14.5
29.4

39.2
43.7

2.4
2.1

10.8
20.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

大いに感じている やや感じている あまり感じていない 感じていない
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5-1 タイプ別東北圏女性の特徴
タイプ3「現状不満のもやもや派」

16

⃝ 仕事への意欲は高いが、能力を活かす機会が得られず、上司や企業風土など職場環境にも恵ま
れていない

Q16.あなたは、現在の仕事に対するご自分の意欲は高い
と思いますか。

21.2
2.8

8.0
1.0

60.6
35.3

45.3
17.1

15.5
48.2

34.0
42.3

2.7
13.8
12.7

39.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそう思わない そう思わない

Q19.あなたの上司（管理職）は、「部下育成」について
どのように取り組んでいますか。

14.7
9.2

6.6
4.0

44.8
49.7

28.3
28.8

30.0
32.5

34.9
36.1

10.5
8.6

30.2
31.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

熱心に取組んでいる 取組んでいる
あまり取組んでいない 全く取組んでいない

Q22.あなたの能力と比べると、今の仕事のレベルはどう
ですか。

5.1
4.9

2.4
4.6

26.8
29.8

15.1
15.7

55.8
54.9

48.1
52.1

9.4
9.8

25.5
19.8

2.9
0.6

9.0
7.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

自分の能力よりも高い 自分の能力よりもやや高い
自分の能力に合っている 自分の能力よりもやや低い
自分の能力よりも低い

Q23.あなたの職場では、昇格・昇進において性別による
差があると思いますか。

43.2
38.0

59.9
46.5

10.2
7.1

4.2
4.8

46.6
54.9

35.8
48.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

男性のほうが昇格・昇進しやすいと思う
女性のほうが昇格・昇進しやすいと思う
性別による差はないと思う



Tohoku Regional Advancement Center

0% 10% 20% 30% 40%

短時間…

時差出勤

フレックス…

在宅勤務…

育休からの…

育休復帰者…

男性向けの育児支援(男性の育休…

社内保育所

育児に対する金銭支援

家庭との…

タイプ1

タイプ2

タイプ3

タイプ4

Q4-1.あなたの会社の制度や取組みの有無、利用のしやすさ
について回答してください。（「わからない」と回答した割
合）

5-1 タイプ別東北圏女性の特徴
タイプ4「現状維持のこれから派」

17

⃝ 本人は管理職になることや職場の制度や取組みに関心がない。上司は部下育成や女性活躍に熱
心ではなく、部下への期待も低い。さらに、働きにくい職場環境に置かれている可能性は高い

短時間勤務制度

時差出勤

フレックスタイム制度

在宅勤務制度

育休からの早期復職支援

育休復帰者向けセミナー

男性向けの育児支援(男性の休取得
促進、イクメンセミナー等)

社内保育所

育児に対する金銭支援

家庭との両立に配慮した転勤制度

14.7
1.8

9.4
1.6

38.1
13.8

29.2
9.1

35.7
69.6

42.0
62.9

11.5
14.7

19.3
26.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

管理職になりたい 管理職に推薦されればなりたい
管理職にはなりたくない 考えたことがない

Q36.あなたの職場は有給休暇を取得しやすいと思いますか。

44.2
40.5

35.8
26.9

31.1
33.1

31.1
33.1

13.1
14.7

18.9
19.9

11.5
11.7

14.2
20.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそう思わない そう思わない

Q8.あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。

Q18.あなたは上司（管理職）に活躍を期待されていますか。

43.7
36.5

17.9
11.9

35.1
32.8

31.1
15.5

16.1
21.8

31.6
36.2

5.1
8.9

19.3
36.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

タイプ1
タイプ2
タイプ3
タイプ4

期待を言葉で伝えられている
期待を言葉では伝えられていないが、態度や雰囲気で感じる
期待を言葉でも伝えられていないし、態度や雰囲気でも感じない
期待されていないと感じる
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5-2「活躍体現のいきいき派」への変容を促す要因
～多項ロジスティック回帰分析より～

18

⃝ 「上司の期待」や「仕事の重要度」、「男性と比べた責任の重さ」などの説明変
数において有意な影響を確認、タイプ2、3、4からタイプ１に移る確率が高くな
るという推計結果が明らかに

係数 p値 係数 p値 係数 p値
ベース：期待されていない
期待されている 0.359 0.068 0.723 0.001 ＊＊ 1.507 0.000 ＊＊＊
ベース：高くなっていない
高くなっている 0.205 0.316 1.042 0.000 ＊＊＊ 0.972 0.000 ＊＊＊
ベース：異動や担当替えをしたことがない
異動・担当替えの経験あり・説明あり -0.124 0.570 1.276 0.000 ＊＊＊ 1.088 0.000 ＊＊＊
異動・担当替えの経験あり・説明なし -0.322 0.104 0.455 0.035 ＊ 0.125 0.501
ベース：責任の軽い仕事だけしていた
男性よりも責任のある仕事をすることが多かった 1.261 0.029 ＊ 1.681 0.010 ＊ 1.269 0.017 ＊
同様に責任の重い仕事をしていた 0.798 0.096 1.032 0.032 ＊ 1.204 0.006 ＊＊
ほぼ同様に責任の重い仕事をしていたが、責任の軽い仕事もしていた 0.371 0.431 0.995 0.035 ＊ 1.020 0.017 ＊
責任の重い仕事はわずかであり、責任の軽い仕事が多かった 0.353 0.471 0.750 0.122 0.813 0.065
職場に、同期の男性や同じくらいの年齢の男性がいない 0.314 0.518 0.524 0.273 0.627 0.149

仕事と育児の両立支援制度の数 仕事と育児の両立支援制度の数 -0.008 0.849 0.009 0.876 0.049 0.300
キャリア形成支援制度の数 キャリア形成支援制度の数 0.044 0.345 0.038 0.527 0.124 0.014 ＊＊

ベース：男性のほうが昇格・昇進しやすいと思う
性別による差はないと思う、女性のほうが昇格・昇進しやすいと思う -0.258 0.224 0.431 0.087 -0.322 0.138
ベース：男性に担当させることが多いと思う
男女関係ないと思う、女性に担当させることが多いと思う -0.192 0.377 -0.158 0.529 -0.104 0.636
ベース：出産しても働き続けられる雰囲気がないと思う
出産しても働き続けられる雰囲気があると思う -0.426 0.198 0.259 0.404 0.214 0.441
ベース：育児をしながらキャリアアップすることが可能ではないと
思う
育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思う 0.704 0.001 ＊＊ 1.004 0.000 ＊＊＊ 1.307 0.000 ＊＊＊
ベース：301人以上
11人～100人 0.357 0.103 0.006 0.983 0.229 0.299
101人～300人 0.337 0.137 -0.065 0.809 0.308 0.185
ベース：運輸業、郵便業
建設業 0.397 0.553 -0.059 0.934 0.275 0.652
製造業 0.655 0.306 0.667 0.349 0.739 0.218
情報通信業 0.477 0.526 0.424 0.619 1.309 0.093
卸売業、小売業 0.552 0.377 0.440 0.525 0.683 0.248
金融業、保険業 0.032 0.960 0.605 0.428 0.420 0.508
宿泊業、飲食サービス業 0.350 0.683 1.281 0.261 1.128 0.187
生活関連サービス業、娯楽業 0.663 0.403 -0.061 0.943 0.640 0.391
教育、学習支援業 0.414 0.517 0.402 0.592 0.751 0.234
医療 0.457 0.458 0.453 0.521 0.555 0.348
福祉 0.615 0.329 0.245 0.734 0.693 0.252
その他のサービス業 0.783 0.246 0.204 0.778 0.935 0.135
その他 0.281 0.663 -0.287 0.685 0.743 0.238
ベース：介護、保健医療、生活衛生サービス
事務 0.529 0.121 0.054 0.896 0.286 0.398
営業 0.574 0.193 -0.049 0.927 0.413 0.377
販売 0.547 0.275 0.333 0.570 0.610 0.224
飲食物調理、接客・給仕サービス 0.565 0.343 0.656 0.375 0.995 0.090
専門的・技術的職業 -0.057 0.844 -0.128 0.734 0.238 0.434
製品製造・加工処理、機械組立、検査など 0.062 0.909 0.355 0.593 0.023 0.966
その他 0.105 0.787 0.183 0.722 0.211 0.608
ベース：本社
支店、工場、事務所、現場など本社以外の場所 -0.233 0.203 -0.231 0.285 -0.139 0.451
ベース：一般従業員
係長・主任および係長・主任相当職 0.266 0.223 0.585 0.049 ＊ 0.853 0.001 ＊＊
ベース：45～49歳
20～24歳 -0.095 0.812 -0.574 0.193 0.283 0.463
25～29歳 -0.261 0.362 -0.157 0.645 0.618 0.027 ＊
30～34歳 -0.158 0.583 0.180 0.612 0.647 0.023 ＊
35～39歳 -0.111 0.722 -0.387 0.283 0.114 0.697
40～44歳 0.136 0.630 0.238 0.477 0.790 0.003 ＊＊
ベース：高校卒、中学卒、その他
大学・大学院卒 0.227 0.314 0.276 0.292 0.382 0.093
短大・高専卒 -0.025 0.927 0.311 0.335 0.166 0.533
専門・各種学校卒 0.316 0.238 0.060 0.844 0.117 0.648
ベース：いない
1人 -0.225 0.545 -0.162 0.714 0.092 0.798
2人 -0.109 0.766 0.151 0.732 0.192 0.585
3人以上 -0.176 0.620 -0.043 0.918 -0.007 0.984

ベース：タイプ2 ベース：タイプ３ ベース：タイプ4

上司の期待

仕事の重要度

勤務場所

職位

学歴

子どもの人数

育児をしながらのキャリアアップ

業種

職種

企業規模

異動・担当替えの経験

男性と比べた責任の重さ

昇格・昇進における性別による差

重要な仕事の担当

出産しても働き続けられる雰囲気

年齢

係数 p値 係数 p値 係数 p値
ベース：期待されていない
期待されている 0.359 0.068 0.723 0.001 ＊＊ 1.507 0.000 ＊＊＊
ベース：高くなっていない
高くなっている 0.205 0.316 1.042 0.000 ＊＊＊ 0.972 0.000 ＊＊＊
ベース：異動や担当替えをしたことがない
異動・担当替えの経験あり・説明あり -0.124 0.570 1.276 0.000 ＊＊＊ 1.088 0.000 ＊＊＊
異動・担当替えの経験あり・説明なし -0.322 0.104 0.455 0.035 ＊ 0.125 0.501
ベース：責任の軽い仕事だけしていた
男性よりも責任のある仕事をすることが多かった 1.261 0.029 ＊ 1.681 0.010 ＊ 1.269 0.017 ＊
同様に責任の重い仕事をしていた 0.798 0.096 1.032 0.032 ＊ 1.204 0.006 ＊＊
ほぼ同様に責任の重い仕事をしていたが、責任の軽い仕事もしていた 0.371 0.431 0.995 0.035 ＊ 1.020 0.017 ＊
責任の重い仕事はわずかであり、責任の軽い仕事が多かった 0.353 0.471 0.750 0.122 0.813 0.065
職場に、同期の男性や同じくらいの年齢の男性がいない 0.314 0.518 0.524 0.273 0.627 0.149

仕事と育児の両立支援制度の数 仕事と育児の両立支援制度の数 -0.008 0.849 0.009 0.876 0.049 0.300
キャリア形成支援制度の数 キャリア形成支援制度の数 0.044 0.345 0.038 0.527 0.124 0.014 ＊＊

ベース：男性のほうが昇格・昇進しやすいと思う
性別による差はないと思う、女性のほうが昇格・昇進しやすいと思う -0.258 0.224 0.431 0.087 -0.322 0.138
ベース：男性に担当させることが多いと思う
男女関係ないと思う、女性に担当させることが多いと思う -0.192 0.377 -0.158 0.529 -0.104 0.636
ベース：出産しても働き続けられる雰囲気がないと思う
出産しても働き続けられる雰囲気があると思う -0.426 0.198 0.259 0.404 0.214 0.441
ベース：育児をしながらキャリアアップすることが可能ではないと
思う
育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思う 0.704 0.001 ＊＊ 1.004 0.000 ＊＊＊ 1.307 0.000 ＊＊＊
ベース：301人以上

ベース：タイプ2 ベース：タイプ３ ベース：タイプ4

上司の期待

仕事の重要度

育児をしながらのキャリアアップ

企業規模

異動・担当替えの経験

男性と比べた責任の重さ

昇格・昇進における性別による差

重要な仕事の担当

出産しても働き続けられる雰囲気

多項ロジスティック回帰分析
の推定結果

注）＊は5％有意水準、＊＊は1％有意水準、＊＊＊は0.1％有意水準を示す
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5-2「活躍体現のいきいき派」への変容を促す要因
～多項ロジスティック回帰分析より～

18

⃝ 「上司の期待」や「仕事の重要度」、「男性と比べた責任の重さ」などの説明変
数において有意な影響を確認、タイプ2、3、4からタイプ１に移る確率が高くな
るという推計結果が明らかに

係数 p値 係数 p値 係数 p値
ベース：期待されていない
期待されている 0.359 0.068 0.723 0.001 ＊＊ 1.507 0.000 ＊＊＊
ベース：高くなっていない
高くなっている 0.205 0.316 1.042 0.000 ＊＊＊ 0.972 0.000 ＊＊＊
ベース：異動や担当替えをしたことがない
異動・担当替えの経験あり・説明あり -0.124 0.570 1.276 0.000 ＊＊＊ 1.088 0.000 ＊＊＊
異動・担当替えの経験あり・説明なし -0.322 0.104 0.455 0.035 ＊ 0.125 0.501
ベース：責任の軽い仕事だけしていた
男性よりも責任のある仕事をすることが多かった 1.261 0.029 ＊ 1.681 0.010 ＊ 1.269 0.017 ＊
同様に責任の重い仕事をしていた 0.798 0.096 1.032 0.032 ＊ 1.204 0.006 ＊＊
ほぼ同様に責任の重い仕事をしていたが、責任の軽い仕事もしていた 0.371 0.431 0.995 0.035 ＊ 1.020 0.017 ＊
責任の重い仕事はわずかであり、責任の軽い仕事が多かった 0.353 0.471 0.750 0.122 0.813 0.065
職場に、同期の男性や同じくらいの年齢の男性がいない 0.314 0.518 0.524 0.273 0.627 0.149

仕事と育児の両立支援制度の数 仕事と育児の両立支援制度の数 -0.008 0.849 0.009 0.876 0.049 0.300
キャリア形成支援制度の数 キャリア形成支援制度の数 0.044 0.345 0.038 0.527 0.124 0.014 ＊＊

ベース：男性のほうが昇格・昇進しやすいと思う
性別による差はないと思う、女性のほうが昇格・昇進しやすいと思う -0.258 0.224 0.431 0.087 -0.322 0.138
ベース：男性に担当させることが多いと思う
男女関係ないと思う、女性に担当させることが多いと思う -0.192 0.377 -0.158 0.529 -0.104 0.636
ベース：出産しても働き続けられる雰囲気がないと思う
出産しても働き続けられる雰囲気があると思う -0.426 0.198 0.259 0.404 0.214 0.441
ベース：育児をしながらキャリアアップすることが可能ではないと
思う
育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思う 0.704 0.001 ＊＊ 1.004 0.000 ＊＊＊ 1.307 0.000 ＊＊＊
ベース：301人以上
11人～100人 0.357 0.103 0.006 0.983 0.229 0.299
101人～300人 0.337 0.137 -0.065 0.809 0.308 0.185
ベース：運輸業、郵便業
建設業 0.397 0.553 -0.059 0.934 0.275 0.652
製造業 0.655 0.306 0.667 0.349 0.739 0.218
情報通信業 0.477 0.526 0.424 0.619 1.309 0.093
卸売業、小売業 0.552 0.377 0.440 0.525 0.683 0.248
金融業、保険業 0.032 0.960 0.605 0.428 0.420 0.508
宿泊業、飲食サービス業 0.350 0.683 1.281 0.261 1.128 0.187
生活関連サービス業、娯楽業 0.663 0.403 -0.061 0.943 0.640 0.391
教育、学習支援業 0.414 0.517 0.402 0.592 0.751 0.234
医療 0.457 0.458 0.453 0.521 0.555 0.348
福祉 0.615 0.329 0.245 0.734 0.693 0.252
その他のサービス業 0.783 0.246 0.204 0.778 0.935 0.135
その他 0.281 0.663 -0.287 0.685 0.743 0.238
ベース：介護、保健医療、生活衛生サービス
事務 0.529 0.121 0.054 0.896 0.286 0.398
営業 0.574 0.193 -0.049 0.927 0.413 0.377
販売 0.547 0.275 0.333 0.570 0.610 0.224
飲食物調理、接客・給仕サービス 0.565 0.343 0.656 0.375 0.995 0.090
専門的・技術的職業 -0.057 0.844 -0.128 0.734 0.238 0.434
製品製造・加工処理、機械組立、検査など 0.062 0.909 0.355 0.593 0.023 0.966
その他 0.105 0.787 0.183 0.722 0.211 0.608
ベース：本社
支店、工場、事務所、現場など本社以外の場所 -0.233 0.203 -0.231 0.285 -0.139 0.451
ベース：一般従業員
係長・主任および係長・主任相当職 0.266 0.223 0.585 0.049 ＊ 0.853 0.001 ＊＊
ベース：45～49歳
20～24歳 -0.095 0.812 -0.574 0.193 0.283 0.463
25～29歳 -0.261 0.362 -0.157 0.645 0.618 0.027 ＊
30～34歳 -0.158 0.583 0.180 0.612 0.647 0.023 ＊
35～39歳 -0.111 0.722 -0.387 0.283 0.114 0.697
40～44歳 0.136 0.630 0.238 0.477 0.790 0.003 ＊＊
ベース：高校卒、中学卒、その他
大学・大学院卒 0.227 0.314 0.276 0.292 0.382 0.093
短大・高専卒 -0.025 0.927 0.311 0.335 0.166 0.533
専門・各種学校卒 0.316 0.238 0.060 0.844 0.117 0.648
ベース：いない
1人 -0.225 0.545 -0.162 0.714 0.092 0.798
2人 -0.109 0.766 0.151 0.732 0.192 0.585
3人以上 -0.176 0.620 -0.043 0.918 -0.007 0.984

ベース：タイプ2 ベース：タイプ３ ベース：タイプ4

上司の期待

仕事の重要度

勤務場所

職位

学歴

子どもの人数

育児をしながらのキャリアアップ

業種

職種

企業規模

異動・担当替えの経験

男性と比べた責任の重さ

昇格・昇進における性別による差

重要な仕事の担当

出産しても働き続けられる雰囲気

年齢

係数 p値 係数 p値 係数 p値
ベース：期待されていない
期待されている 0.359 0.068 0.723 0.001 ＊＊ 1.507 0.000 ＊＊＊
ベース：高くなっていない
高くなっている 0.205 0.316 1.042 0.000 ＊＊＊ 0.972 0.000 ＊＊＊
ベース：異動や担当替えをしたことがない
異動・担当替えの経験あり・説明あり -0.124 0.570 1.276 0.000 ＊＊＊ 1.088 0.000 ＊＊＊
異動・担当替えの経験あり・説明なし -0.322 0.104 0.455 0.035 ＊ 0.125 0.501
ベース：責任の軽い仕事だけしていた
男性よりも責任のある仕事をすることが多かった 1.261 0.029 ＊ 1.681 0.010 ＊ 1.269 0.017 ＊
同様に責任の重い仕事をしていた 0.798 0.096 1.032 0.032 ＊ 1.204 0.006 ＊＊
ほぼ同様に責任の重い仕事をしていたが、責任の軽い仕事もしていた 0.371 0.431 0.995 0.035 ＊ 1.020 0.017 ＊
責任の重い仕事はわずかであり、責任の軽い仕事が多かった 0.353 0.471 0.750 0.122 0.813 0.065
職場に、同期の男性や同じくらいの年齢の男性がいない 0.314 0.518 0.524 0.273 0.627 0.149

仕事と育児の両立支援制度の数 仕事と育児の両立支援制度の数 -0.008 0.849 0.009 0.876 0.049 0.300
キャリア形成支援制度の数 キャリア形成支援制度の数 0.044 0.345 0.038 0.527 0.124 0.014 ＊＊

ベース：男性のほうが昇格・昇進しやすいと思う
性別による差はないと思う、女性のほうが昇格・昇進しやすいと思う -0.258 0.224 0.431 0.087 -0.322 0.138
ベース：男性に担当させることが多いと思う
男女関係ないと思う、女性に担当させることが多いと思う -0.192 0.377 -0.158 0.529 -0.104 0.636
ベース：出産しても働き続けられる雰囲気がないと思う
出産しても働き続けられる雰囲気があると思う -0.426 0.198 0.259 0.404 0.214 0.441
ベース：育児をしながらキャリアアップすることが可能ではないと
思う
育児をしながらキャリアアップすることが可能だと思う 0.704 0.001 ＊＊ 1.004 0.000 ＊＊＊ 1.307 0.000 ＊＊＊
ベース：301人以上

ベース：タイプ2 ベース：タイプ３ ベース：タイプ4

上司の期待

仕事の重要度

育児をしながらのキャリアアップ

企業規模

異動・担当替えの経験

男性と比べた責任の重さ

昇格・昇進における性別による差

重要な仕事の担当

出産しても働き続けられる雰囲気

多項ロジスティック回帰分析
の推定結果

注）＊は5％有意水準、＊＊は1％有意水準、＊＊＊は0.1％有意水準を示す

企業規模や業種などの如何に関わらず、企業としての女性活躍推進への取組み、
上司の部下育成や働きかけを適切に行うことによって、
タイプ2、3、4を「活躍体現のいきいき派」へと変容させることは可能！！
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6 東北圏における女性活躍推進方策

19

○ 東北圏においても女性活躍を実現することは十分に可能
○ 東北圏ならではの働く環境の利点を最大限に活かしながら、女性活躍推進に向けた取組みを

加速化
○ 一人ひとりのモチベーションを汲み取りながら、ぞれぞれの活躍を促すという視点が重要

企業に向けて
★提言1 女性活躍推進の行動計画の策定および浸透拡大
★提言2 管理職の理解促進とマネジメント力の向上
提言3 出産しても就業継続しやすい環境の充実

★提言4 人事評価制度の再点検とアンコンシャス・バイアスへの対応
提言5 キャリア形成支援制度の整備・拡充

★提言6 多様で柔軟な働き方に対応した制度の整備・拡充
提言7 女性一人ひとりに寄り添って行う多様な支援（タイプ別対応）

自治体や経済団体など支援団体に向けて
提言8 東北圏全体で取り組む女性活躍推進



Tohoku Regional Advancement Center

16.8

6.4

6.6

3.9

29.6

22.8

20.2

17.7

45.6

59.9

55.6

54.5

8.0

10.9

17.7

23.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容を知っている

内容を知らない

行動計画がない

分からない

管理職になりたい 管理職に推薦されればなりたい

管理職にはなりたくない 考えたことがない

6 提言1 女性活躍推進の行動計画の策定および浸透拡大
行動計画の内容認知度合いが、仕事や昇進への意欲に影響を与える

20

⃝ 行動計画の内容を認知する女性は、「行動計画がない」「わからない」とする女性に比べ、
仕事や昇進への意欲が高い傾向にある

Q

1.

あ
な
た
の
会
社
の
女
性
活
躍
推
進
の
行
動
計
画
（
目
標
・

取
組
み
）
に
つ
い
て
お
た
ず
ね
し
ま
す
。

Q16.あなたは、現在の仕事に対するご自分の意欲は高いと
思いますか。

χ二乗検定 p<0.01

Q8.あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。

χ二乗検定 p<0.001

17.6

7.4

5.6

6.5

33.6

35.1

36.6

35.6

36.8

37.1

36.9

34.8

12.0

20.3

21.0

23.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容を知っている

内容を知らない

行動計画がない

分からない

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(n=125)

(n=202)

(n=396)

(n=795)

(n=125)

(n=202)

(n=396)

(n=795)



Tohoku Regional Advancement Center

25.7
6.6

1.5
2.2

51.4
52.6

29.4
10.9

11.7
30.2

43.8
26.6

11.2
10.6

25.3
60.2

0% 50% 100%

そう思う
どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない
そう思わない

そう思う どちらかと言えばそう思う
どちらかと言えばそう思わない そう思わない

8.9
6.0
5.1
5.1

32.2
22.5

15.4
11.3

50.0
54.8

57.2
54.7

8.9
16.7

22.3
28.8

0% 50% 100%

そう思う
どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない
そう思わない

管理職になりたい 管理職に推薦されればなりたい
管理職にはなりたくない 考えたことがない

6 提言2-1 管理職の理解促進とマネジメント力の向上
上司から与えられる仕事の重要度が、昇進意欲や達成感に影響を与える

21

⃝ 上司から与えられる仕事の重要度が年々高まっていると感じる女性は、昇進意欲やキャリア
アップの認識、達成感が高い

Q

1.

上
司
（
管
理
職
）
あ
な
た
に
与
え
る
仕
事
は
こ
こ
５
年
間
で
重
要
度
が
高

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。

Q13.あなたは仕事を通じでどの程度達成感を感じていま
すか。

χ二乗検定 p<0.001

25.2
7.2

2.5
1.8

56.1
65.4

39.7
18.6

12.1
23.5

52.4
42.3

6.5
3.9
5.3

37.2

0% 50% 100%

そう思う
どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない
そう思わない

大いに感じている やや感じている あまり感じていない 感じていない

(n=214)

(n=635)

(n=395)

(n=274)

(n=214)

(n=635)

(n=395)

(n=274)

Q8.あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。

χ二乗検定 p<0.001

Q11.あなたは、自分がキャリアアップできていると思い
ますか。

χ二乗検定 p<0.001

(n=214)

(n=635)

(n=395)

(n=274)
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14.0

9.8

2.4

2.3

43.9

48.0

30.4

16.5

30.4

33.2

45.7

32.9

11.7

9.0

21.5

48.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

期待を言葉で伝えられている

期待を言葉では伝えられていない
が、態度や雰囲気で感じる

期待を言葉でも伝えられていない
し、態度や雰囲気でも感じない

期待されていないと感じる

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

6 提言2-2 管理職の理解促進とマネジメント力の向上
上司からの期待が昇進や仕事に対する意欲に影響を与える

22

⃝ 上司から期待を言葉で伝えられている女性は、期待されていないと感じる女性に比べ、
昇進や仕事に対する意欲が高い

Q

18.

あ
な
た
は
上
司
（
管
理
職
）
に
活
躍
を
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

Q8.あなたは、管理職になれるとしたらどう思いますか。

χ二乗検定 p<0.001

7.7

7.0

4.3

4.8

27.6

24.6

16.3

9.7

54.8

51.3

58.1

54.5

9.9

17.1

21.3

31.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

期待を言葉で伝えられている

期待を言葉では伝えられていない
が、態度や雰囲気で感じる

期待を言葉でも伝えられていない
し、態度や雰囲気でも感じない

期待されていないと感じる

管理職になりたい 管理職に推薦されればなりたい

管理職にはなりたくない 考えたことがない

Q16.あなたは、現在の仕事に対するご自分の意欲は高い
と思いますか。

χ二乗検定 p<0.001

(n=392)

(n=398)

(n=418)

(n=310)

(n=392)

(n=398)

(n=418)

(n=310)
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提言4 人事評価制度の再点検とアンコンシャス・バイアスへの対応
処遇に性別差を感じさせない職場環境はキャリアアップの認識に影響を与える

23

⃝ 昇格・昇進において性別差を感じていない女性はキャリアアップできていると回答する割合が高
く、男性優位の傾向を感じている女性は低い

⃝ 性別に関係なく重要な仕事が与えられていると感じる女性は、キャリアアップができているとす
る認識が高く、男性に担当させることが多いと思う女性は低い

4.9

8.0

17.2

36.2

40.7

44.4

31.6

29.4

31.3

27.4

21.9

7.1

0% 50% 100%

男性のほうが昇格・昇進しやす
いと思う

性別による差はないと思う

女性のほうが昇格・昇進しやす
いと思う

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

男性のほうが昇格・昇進しやす
いと思う

性別による差はないと思う

女性のほうが昇格・昇進しやす
いと思う

Q11.あなたは、自分がキャリアアップできていると思いますか。

χ二乗検定 p<0.001 χ二乗検定 p<0.001

4.2

9.0

10.7

35.1

41.7

36.9

31.1

29.5

35.7

29.6

19.7

16.7

0% 50% 100%

男性に担当させることが多いと思う

男女関係ないと思う

女性に担当させることが多いと思う

そう思う どちらかと言えばそう思う

どちらかと言えばそう思わない そう思わない

男性に担当させることが多
いと思う

男女関係ないと思う

女性に担当させることが多
いと思う

(n=694)

(n=725)

(n=99)

(n=598)

(n=836)

(n=84)

Q

27.

あ
な
た
の
職
場
で
は
、
重
要
な
仕
事
は
男
性
と
女

性
ど
ち
ら
に
担
当
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
か
。

Q

23. 

あ
な
た
の
職
場
で
は
、
昇
格
・
昇
進
に
お
い
て
性

別
に
よ
る
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
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６ 提言6-1 多様で柔軟な働き方に対応した制度の整備・拡充
多様な制度や取組みは育児をしながらのキャリアアップの認識に影響を与える

24

⃝ 職場の働き方や両立支援の制度や取組みが多いほど、育児をしながらキャリアアップが可能だ
と認識する女性が多い

注）「短時間勤務制度」「時差出勤」「フレックスタイム制度」「在宅勤務制度」「育休からの早期復職支援」「育休復帰者向けセミナー」「男性向けの育児
支援（男性の育休取得促進、イクメンセミナー等）」「社内保育園」「育児に対する金銭支援」「家庭との両立に配慮した転勤制度」

Q34．あなたの職場では、育児をしながらキャリアアップをすることが可能だと思いますか。

χ二乗検定 p<0.001

10.2

15.6

26.6

32.5

43.5

45.6

34.9

31.0

21.5

22.4

9.9

6.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

制度数0

制度数1～2

制度数3-10

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらかと言えばそう思わない そう思わない

(n=459)

(n=487)

(n=572)
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0% 50% 100%

仕事の生産性・効率が上がると…

仕事の成果で評価されやすくな…

自己啓発や趣味の時間が持てる…

男性優位の職場風土の是正につ…

男性の育児・家事、介護等の時…

時間制約があってもキャリア…

育児や介護をしながら就業継続…

働く場所の制約がなくなると思う

東北圏女性
首都圏女性
東北圏男性
首都圏男性

Q42.新型コロナウイルス感染症拡大で在宅勤務をした経験
を踏まえ、在宅勤務が日常的になる場合のあなたの考えを
お知らせください。（在宅勤務を「在宅勤務を行った」と
回答した人）

６ 提言6-2 多様で柔軟な働き方に対応した制度の整備・拡充
在宅勤務が女性活躍を図る上での家庭環境の整備につながる

25

⃝ コロナ禍で導入された在宅勤務によって、家事や育児の多くを担ってきた妻の分担割合が減少
する傾向が見られる

⃝ 在宅勤務実施者に在宅勤務の効果をたずねたところ、「男性の育児・家事、介護等の時間が増
加すると思う」効果について、女性よりも男性の回答割合が高い

仕事の生産性・効率が上がると思う

仕事の成果で評価されやすくなる
と思う

自己啓発や趣味の時間が持てる
と思う

男性優位の職場風土の是正に
つながると思う

男性の育児・家事、介護等の時間が
増加すると思う

時間制約があってもキャリアアップ
がしやすくなると思う

育児や介護をしながら就業継続が
しやすくなると思う

働く場所の制約がなくなると思う

11.3

7.9

7.3

5.3

12.7

11.9

13.3

6.6

20.8

16.1

11.2

8.5

15.8

17.7

9.9

11.2

9.5

14.0

5.8

8.5

18.5

21.4

18.7

20.7

1.8

3.2

4.1

7.7

2.1

2.9

5.4

8.8

1.6

2.4

7.5

8.8

2.9

1.8

5.6

5.3

2.9

0.8

11.2

8.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性在宅前

女性在宅後

男性在宅前

男性在宅後

妻10:0夫 妻9:1夫 妻8:2夫 妻7:3夫 妻6:4夫 妻5:5夫

妻4:6夫 妻3:7夫 妻2:8夫 妻1:9夫 妻0:10夫

Q40.新型コロナウイルス感染症対策として在宅勤務を実施
した前後において、あなたと、配偶者・パートナーとの家
事・育児負担比率をお知らせください。

(n=379）

(n=588)

注）「そう思う」「どちらかと言えばそう思う」の計
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ご清聴ありがとうございました
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